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昨年3月 末 に停 年退官 された初代並木正義 名誉教
授 の後任 と して、同年12月16日 付け をもって札幌医
科大学 より赴任 致 しました。旭川 医科大学 内科学第
三講座 は、消化 器内科学で は全国 で も屈指 の教室 と
しての地位 にあ り、 この ような伝統 ある教室 を継承
させていただ くことに、大 きな責任 を感 じる次第です。
幸 いに、教室 は建学以来の 多くの俊英 がお り、彼 ら
を軸 とした新 しい教室作 りを始めたいと思 っています。
私 は、1950年 に釧路市で出生 、釧路湖 陵高校 を卒
業後 、1968年 札幌医科大学へ入学 致 しま した。学生
時代 は、弓道部 に所属 して お りま したが、丁度 その
頃、studentmovementが 大学 にも波及 し、学生生活
に大 きな影響 を残 しま した。大学 卒業後 、同大学院
で がん研究内科 を専攻 、学位取得 後、同大内科学第
四講座 で助 予、講師 、助 教授 と して奉職 して まい り
ま した。この間 に米国ニュー ヨーク市 アルバー トア
インスタイ ン医科大学 とボス トン市 タフツ大学医学
部の生化学教室 に留 学する機 会を得、各 々アルコー
ル代謝 の生化学、鉄結合蛋 白質の分子生物学的研究
に従事 しま した。 その時 の経験 は、研究テーマの立
て方、 どのよ うなアプローチ をす るか、 また得 られ
た結果 の解釈をいかに緻密 に行 うか等 多くのことを学
ぶことができ、海外での知己 を得 ることがで きたと同
時 に私 にとり忘れがたい経験 となりま した。帰国後
は、消化器内科学 と血液腫瘍学 の2っ の分野 を専門
と し、 その臨床 と研究、教育 に携 ってい ます。具体
的 には造血幹細胞 を利用 した癌化学療法(骨 髄移植 、
末梢血幹細胞移植)、 サイ トカイ ンなどの生物学的
反応修飾物質(biologicalresponsemodifier,BRM)
製剤 を用 いた癌免疫療法 、遺伝子療法 の基礎的検討
など血液腫瘍学 に関連 する分野 、消化 器内科学 に関
連 する分野 で は、アルコール臓 器障害 の機序 、診断
法 、鉄 などの ラジカル産生 を起 こす金属 イオ ン結 合
蛋白質の生化学 と分子生物学的研究、不可視部長波
長領域(近 赤 外線)を 用いた消化 器内視鏡 の開発 な
ど種 々の問題 に取 り組んで きま した。
現 在、医学医療 を取 り巻 く環境 は大 きく変化 しよ
うと しています。高齢化社 会が急速 に始 まり、地域
の医療 はもとよ り、大学病院での診療 ・研修 ・研究
内容 も それ に相応 して改良 が必要 とされて いると思
教 授 高 後 裕
い ます。 ちなみ に口本国民の死亡原 因につ いてみ ま
すと、国民全体 で は悪性腫瘍で命 を落 とす方 は4人
に1人 となります が、最 も社会 的 にactiveで その
「生」が期待 されている30-70歳 台に目を向けますと
、
その比率 は何 と2人 に1人 とい う驚 くべ き数字 にな
ります。確 か に、 この20年 で癌 に対 する診断、治療
に関 する技術的進 歩は口ざま しいもの があ り、内科
的 治療で 白血病 、 リンパ腫 など治癒可能 な疾病 も出
現 して きま した が、胃癌 ・膵癌 など未 だ にその内科
治療 に多 くの課題 を抱 えている癌腫 が多いことも間
違 いあ りません。幸 に、第 三内科 で は消化器癌 に対
するX線 、内視鏡 を用 いた診断と治療技術 は既 に国
内で も指 導的 レベルにあり、これを継承発展 させる
ことは極 めて重要 な責務 であると認識 しています。
更 に、癌 に対 する取 り組 み を、消化器ばか りで なく
血 液疾患 の領域 に も広めることが不可欠で あると思
い ます。 この ことは、と りもなお さず 、教室の メイ
ンテーマ が消化器内科学 と血液腫瘍学 の2本 柱 を持
っ ことを意 味す る訳で、今後造 血幹細胞移植術 、超
大量癌化学療法 、癌 の緩和治療 、在宅療法 など現在
必要 と されてい る臨床腫瘍学の認定医 に対する知識
と力量 を身 につ け ることにもなる訳です。
同峙 に、地域 に広 く存 在 し、各地域 の医療 を担 っ
てい る多 くの関連 病院 との連携 をより緊密 に し、初
期研修 ばか りで な く、卒後 の生産教育を如何 に効率
良 く反復 し続 けてい くことも重要 で、教室 ・同門会
が一体 となって、変わ りゆ く医療 事情 に対応 したい
もの と考えてい ます。
教育 につ いて は牧野 先生 、菊池先生 とい う先輩2
教授のおられる内科各講座の先生方と密接に連絡 をと
りつつ、より有機 的 に行 うことになりつつあり、時代
に合 った教育 を心 がけて行 くっ もりです。出来れば学
生 に 「夢 」が与えられる教育を したいと念 じています。
内科学教室 の根幹 は高度の臨床教育 を発進 させる
の に不 可欠の研究体制 を維持 、確立 させてい くこと
にあ ります。 と りあえず、教室 の生化 学研究室 をP・
2レ ベルの遺伝 子操作が行 える遺伝子 研究室 と して
再発足 させ、来 るべ き時代 の要求 に応 えてい きたい
と思 います。皆様 、宜 しくお願い致 します。
2
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卒後十年 、よ り深 くかつ広 く
同 じ医学部医学科卒の 百人 といって も十年 も経っ
といろん な道 に進 んだ人がい る。地域医療か ら国際
舞台 まで、開業 か ら保健所 までと様 々だ。我が6期
生 もほとん どが35歳 を超 え、早 い者 はも う小学生 の
子供 がいる。 多くは医長やオーベ ンと して活躍 する
一・方、中間下級管理職 の悲哀 を味 わ う生 活だろ う。
卒業 した ばか りの頃 、先輩 た ちの動向 を見 るに30
代後半 に大 きな転機 が訪れ るだろ うと考 えていたが、
いつ の間にかその年齢 だ。今 もそう感 じて はい るが、
具体的 には見えてこ ない。 ち ょっと心許 ない現況 だ
が、 この機会 に昔 を振 り返 ってみた。読者 の多くは
学生 だろ うから、旭川 医人創設期のOB(も っと ヒ
の先輩 には叱 られ るか もしれ ないが、一応6学 年 が
揃 った年の入学 とい うことで お許 し ドさい)で 、母
校 に残 った一例 と して何 かの参考 にで もなれ ば幸い
です。
私 は1984年 に第 ・内科の門 を叩いたが、別に母校
の発展 に尽 くそうなどとい う気負い はなか った。北
海道 の出身であるの に、 早くか ら準備 を して東京の
研修病院 を受験 した者 もいた。魅 力は感 じたが決断
で きず 、就職活動 の必要 ない母校の医局 に残 ること
になった。半数以上 がそ うした し、一・内 は同期入局
の人数 も多く心強 かった。 しか し特 に成績優 秀で も
ない自分 が、厳 しいことで知 られて いた小野寺 前教
授の教室でや っていけるか ・抹の不安 があった(同
じような不安 をお持 ちの方、大丈夫です)。 毎 日講
義中 に睡眠時間 を取 っていたので 、昼間眠 らない生
活 に耐 えられるか と結構本気 で心配 したの を覚 えて
いる(同 じ心配 をお持 ちの方 、たぶん大丈夫です)。
医学部 はツブ シがきか ないと忠告 された人 も少 な
くないだろ う。確か に医師免許取得 まで は一本道だ
が、出てみ ると案外 オプ ションがあ る。臨床医 はも
ちろん、基礎研究 に身 を投ず ることもで きる し、保
健行政 の役 人 になる道 もある。医学 は生 身の人間 に
関する学問だか ら、私 のよ うに理科 系で何 か人間相
手の仕事 が したかった者 には医学部 は うまい選択で
ある。高校 時代何気 なく理数系 を選 び、数 学 も物理
も苦手 とい う現 実 に気付いて消去法的 に医学部受験
を思 い付 いた。運 良 く合格 したのは、当時 旭川医大
が国立二期で少 し多めに勉強 の期間 があったのと、
臨床検査医学 幸 村 近
理数 系の問題 が易 しくて点華 がつ きにくかったからだ。
選択 の幅 があるのは良 しと して、一旦臨床 医を選
ぶ と今度 は幅 を持っ ことが大事 なの も事実である。
それで なくて も医者 は常識 がない と批判 されやすい。
自分で も医学医療以 外のことにも意 識 して取 り組 も
うと してはいるのだが、これ がなか なか難 しい。学
生時代 はクラブ活 動 を一生懸 命やる時間 があったが、
卒業後 は気 が付 くと回 りには医療関係 の人 問ばか り
になってい る。パ ソコ ン通信 は付 き合いの幅 を広 げ
るの に役だ ったが、注意 しないとハマ って本業が疎
かになる。
内科 を選んだの は、よ り直接的 に患者 と接 するこ
とので きる領域 だ とい うことが大 きか った。二年 目、
初 めての出張先の病院での仕事 は貴 重 な経験 だった。
四十数 名の医師の うち旭 医出身は自分一・人で、柄 に
もな く母校の評判 を落とす まいと初 めはひどく緊張
したのを覚 えてい る。同 じよ うな思 いは卒後北大 に
入局 した後輩 から も聞いた。数 か月後慣 れた頃 に始
まり四 ～五年経 った時期 にかけて は何で もで きるよ
うな気 になってい た。今 になって みると随分思い上
がっていた ものだ と思 う。知識 や技術の ことだ けで
なく、例 えば患者 さんとの接 し方 に して も、医大病
院で患者 さんを押 しのけ るようにエ レベーターを出
てい く医者 を見 る と、自分 もそhな 失 礼 な振 る舞い
を していたか も知 れ ない と恥ずか しくなる。
三年 目に循環 器 を専門 と決めてか らは他 の内科 の
分野 と異 なる診療 のパター ンに魅 力を感 じっつ も、
アメリカでの血栓 症の実験 を橋渡 しと して血液学 へ
やや シフ トし、今 は検査 部で血小板 をい じっている。
こ う書 くと自分だ けで進路 を決 めて きた よ うに聞 こ
えるが、留 学以 外の動 きは他 人 の手 になる 「医局 の
人事」で何 となく決 まった。それに伴 って興味の対
象が変化 して きた とい うのが実際 だ。
十 年経 って未だ究極の 目標 は見つ かってい ない。
白分で切 り開 けるか、流 れ に身を委 かす か。ただ少
なくとも、患者 と話 をす る医者 と して の立場 は残 し
て行 きたい。 そ して その仕 事が、知識 や技術の専門
性 と幅広 い人間的 とい う両 立の簡単で ないものを要
求す る以上 、この狭間で まだ しば らくは(あ るい は




卒 後 十 年 に 思 う
卒:後 卜f卜余 同 期 生1百】志 結 婚 して7年 余 に な る 私 供
ノ〈婦 の 許 に突 然 幸村 近(臨 床 検A .)か ら電 話 が あ っ
た 。 「坂 本 さ ん か らの 御 指 名 な ん だ け ど さ…(第 二
生 理 の 坂 本 教 授 び)こ と で す 、 す い ま せ ん 〉 」 か ぐ ら
お か に 卒 後1'年 と い う こ とで 寄 稿 で き な い か と い う
話 で あ る、〆 家内 は 静 岡 県 自 分 は 神 奈 川 の 出 身 だ が 、
そ も そ も 二入 と も あ 二 が れ の 北 海 道 に 行 き た い ば ・・
か り に た学 を 選 び(純 粋 か 不 純 か?)迷 っ た あ げ く
掌 裳 と 同 時 に 旭 川 を離 れ た 二 人 で あ っ た の で(家 内
はfi"iに 随 分 迷 っ たk)で あ る,自 分 は 卒 業 問 際 ま
'で"芦業 を さ1ガ
っ て はlll歩 き べ・ス キ ー に 日月け 暮 れ 一fti毎
道 を満 喫 して い た の だ が 、 高 校 時 代 の 恩 師 に 日 ・仁人
に生 ま れ た か ら に は ・度 東 京 で 生 活 して み な け れ ば
い け な い と1唆 され つ 与 だ に北 海 道 旭 川 と 聞 け ば 落 ち
つ き を 失 い 、 テ レ ビ ニ コ.一 ス に 旭 川 が映 ・)た と 言 ・)
て は 大騒 ぎ を し 、 や れ 日頃 か ら特 に 家 内 の 由 佳Fi{は
旭 川 び/,V一 が した い と か 大 雪 山 を 歩 き た い と か も
っ と 夏休 み も帰 省 せ ザ旭 川 で あ れ こ れ や ・ノて お け ば
よ か ・1た と 後 悔 も し き を)であ る位 の 旭 川 へ 遊 び に 行
きた く て し ょ う が な い 我 々 は 現 在 各 々 の 仕 夢 と5乎 、
3才 の 愚 息 供 が 足 枷 と な っ て 実 行 で き な い で い る 欲
求 不満 を せ め て 文 章 に と い う こ と で=つ 返 事 で 引 き
受 け て し ま ・・た,,二 べ と も物 詳 き は 苫手 で 、 い つ ぞ
先輩 が か ぐ ら お か に は 同 じ 卒:後 卜年 と い う 事 で 随 分
、ンニ派 な 内 容 の こ と を 耳 か れ て い た の を思 い 出 し、 し
ま っ た と は思 ・た け れ ど よ く 考 え て み る と学 生 時 代
(昭 和53--59年)の 問dば ら しい 思 い 出 を与 え て 下
さ ・,た旭 川 の 八 々 に ま た こ の1'年 間 母 校 を訪 ね て も
い な か っ た 不 義 理 な 私 達 を思 い 川 し声 を か け て 下 さ
・)た ノノ々 に改 た め て 感 謝 す る 機 会 を い た だ け て あ り
が た い こ と ζトあ る と思 うpこ こ1'年 の 間 こ の 思 い 出
と 旭 川 に(遊 び に)ゆ きた い と い う気 持 のtr.有 が 、
そ れ な り に忙 く過 ぎ で きた 日 々の 中 で 自 然 と励 み と
も な り 、 ま た 私 達 夫 婦 の 間 の 絆 の ・つ で あ 一)た よ う
に思 う し 今 後 も その よ う に あ り 続 け る と 思 う.か と
、ミ・・て 再 び旭 川 に 住 み た い と 言 う こ と と はLく 別 の
こ と で あ る.今 思 う と 卒 後 こ の 十 年 循 環 器 内 科 を選
ん で か ら は 急 に侵 襲1内 な カ テ ー テ ル 治 療 が進 歩 普 及
した が 、 東 京 女 子 医 ノくや 榊 原 記 念 病 院 等 に い た こ と
第6期牛 片 山 雄
由佳里
(旧 姓 山 木)
で その 先駈 けのこ ろに多の経験 がで きたことが現 在
ト ロ
の 就 職 先 で あ る成 田 記 念 病 院 に 殆 ん ど ○ の 状 態 か ら
開 心 術 ま で 行 う こ と が 出 来 る ま で に漕 ぎつ け ら れ た
こ と に よ く 役 立 っ て きた と思 う。 昨 年 か ら は 、 ス ポ
ー ツ ドッ ク も は じめ て 心 肺 機 能 の 計 測 等 も始 め た し
、
現 在 は 心 臓 リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン の 充 実 の 為 に ス タ ノ
ブ の 教 育 に 力 を 入 れ て い る,、家 内 は 卒 業 と 同 時 に 浜
松 医 科 メ(学眼 科 に 入 局 し結 婚 と 同 時 に 東 京 医 科 歯 科
大 学 へ 移 っ た が 、 自 分 ぴ)現 在 の 豊橋 へ の 移 動 と と ～、
に浜 松 医 大 へ 戻 っ た の ち 、 昨 年10月 に浜 松 駅 に 近 い
ビ ル 内 に 眼 科 ク リ ニ ッ ツ を 開 設 し大 い に 奮 闘 して い
る.そ れ ぞ れ こ の10年 で こ の 先 も鋭 意 充 実 さ せ て ゆ
くべ き 自 分 の 医 療 現 場 を 得 て お り 毎 日 毎 目 精 進 して
ゆ か ね ば な ら な い,さ て 我 が 母 校 旭 川 医 大 は こ の10
年 ど のk)に 変 わ ノた で あ ろ う が.私 達 た婦 の1{[!憶
び)rわ'では 、 す1ゴ ら し きぢな生 生 才舌び)思 いIIIと し(コ1召和】
59年3月 ま で で そ こ で の 時 出1は 停1ヒ して し ま っ て い
る が 、 日 々医 学 医 療 は 変 苗 し続 け て い る 、,少 し回 り
を 見 て も薬 の 治 験 シ ステ ム の 不fiFiiや日本 に 於 い て 本
来 必 要 な は'ボの 大 規模11it向 き 研 究 が進 ま な い こ と 、,
あ る い は 我 々 の 卒 後 急 速 に 広 ま った 専 門 医 制 度 は 導
門 医 び)診 断 確 度 や 費 用 対 効 果 の 保 障 に 裏 付 け ら れ て
い る の だ ろ う か 等 多 くの 問 題 が あ る は ザで 木 来 大学
は 研 究 教n.医 療 の 全 て に お い て 責 任 期 待 は ま す ま
す 大 き く担 一)て い か な け れ ば な ら な い と思 う、、現 在
母 校 を支 え て い る 方 々 又 こ れ か ら 卒 業 され る 若 い ノノ
々 の 健 闘 活 躍 を遠 方 よ り望 ん でil:ま な い II
追 伸(P我 が家 で は 今=人 び)息r・ が も う少 し成 長 し
た ら(親 の 体 力 が 衰 え な い う ち に)一 家4人 で 大 雪
山 の 縦 走 を し よ う と楽 しみ に して い る 、 実 行 した ら
(い つ に な る か は わ か ら な い が 〉 そ の 珍 道 中(に な
る で 泣)ろ う)を か ぐ ら お か に披 露 さ せ て い た だ け た
ら う れ し い こ と だ と 思 う1.
追 伸 ② こ のf-T2条7丁 目 あ た り に あ 一)た中 華 料
理 屋 の こ と を し き り に思 い 出 ザ 、碓iか 蒋 介 石 の 肖 像
画 が か か ♪て い た が 、 あ の 昧 は健 在 で あ ろ)か 、 近
況 を 御 存 知 ♂)ノノは 教 え て 下 さい 一
4
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■ 歯科口腔外科学講座 ■ 松田 光悦
歯科 口腔 外科 は昭和51年ll月1R、 本 学附属病院
の診療科 と して開設 された。開設"i初 は教授不 在で
あった が、昭和52年11月1日 よ り北進一教授 が赴任
し現 在 に至って いる。開設 当時 は医局員 も少 なく、
教授 自ら当直 をするなど診療科 と しての臨床活動 は
勿論の こと、学生教育や研究活動 において も医局 員
の先頭 に立 って努 力 して きた。昭和60年 には待望の
講座 に昇格 し、医局員の数 も徐 々に増 えて教室活動
もなお一・層充実 して きて いる。現 在大学 には15名 の
医局員が在籍 し、教 育、臨床 そ して研究 に従事 して
いる。 また旭川 市内や道北、道東地域の関連 病院 に
も7名 の医局員が派遣 されてお り、地域の歯科 医療
の向Lに 一役 を担 っている。診療面で は、年間2000
名前後 の新 患 が、主と して道北 、道 東地区の医療機
関か ら紹介 されて受診 している。 その内容 は顎 ・顔
面 の外傷 、口腔癌 などの悪性腫瘍や各種 口腔良性腫
瘍 、唇 ・顎 ・口蓋裂 などの奇形や顎発 育異 常、顎関
節症、 その他心疾患 など全身的疾患 を持つ 患者の歯
科的治療 と多岐 にわた って いる。研究面で は、臨床
[============二 一 一
に即 した もの と して口腔癌 や唇 ・顎 ・口蓋裂の治療
に関す る検討 を行 っている。基礎的 なものでは、口
腔疾 患で失 われた口腔の形態 と機能 の回復 を目的 と
して、各種再建材料 を用 いた骨移植 の研究 が組織学 、
形態学 そ して生化学的 な観点か ら盛 んにアプローチ
されて いる。咀噌 とい う重要 な[腔 機能 のべ一スに
なる顎骨 の再建 は、移植 材料 が母床骨 に結合 すると
い うことは勿論の ことであ るが、 その後義歯 や人工
歯根(イ ンプラ ン ト)を 装着 して機能 が果たせ るか
どうかが重大 な問題である。この条件 を完全 に満 た
す移植材料 を開発 す ることが当教室のテ ーマであ る。
教育面で は5年 次 に32時 間 の臨床講義 を行 い、6年
次 には各 グルー プ1週 間 の臨床実習 が行 われている。
学生 諸君 は 「医学 部 なの だから歯の勉強 なんて」 と
思 うか も知れ ない。 しか し咀囎、嚥下 とい う機能 を
司 り、身体 の健康維持 に重要 な意義 を持つ 口腔の医
学が、医学 の一分科で あることは明 自で ある。医師
に必要 な歯 ・顎 ・口腔 を包含 した口腔科学の知識 を
賦与 することが当講座 の教育 目標で あり、 このこと
を良 く理解 して講義 ・実習 に参加 し、幅の広い医師
を目指 して頂 きた い。
(歯科[腔 外科 講師)一
■ 化学教室 ■ 平塚 寿章
新設医科大学 と呼 ばれてい る本学 も、創設後20年
以上経 た現 在で はこの呼 び名 も空 々 しいもの に聞 こ
えます。全 く同 じ年令 の化学 教室 に もこれ は当ては
まると言 われ そうで すが、開学か ら現 在 まで厳 しい
学生教育 に専念 した内田教授 も今春退官 となり、 ・
つ の大 きな転換期 を迎 えるこ とにな りま した。
寒い思 い出 しかない仮校舎での夜の講義。 メジャ
ー片手 に設計図 と首 っぴ きで レイア ウ トした新 しい
化学の研 究室 や実習室 など … 。今思 い出そ うと
して も物憶 えの悪い この頭 には、"ま るで昨 日の こ
との ように鮮明 に …"と は浮 かんで きません。
くや しいので、"思 い出せない位 年月が経 ったのだ
…"と 思 うことにしてい ます。
文部事務官 は初代 の沢田 さんの後 中村 さん が続 き、
化学 の動 力源 と して毎 日良 く働 いて くれ ます。皆 が
毎 日快適 に過 ごせるよ うな環境 を整 えて くれ、 ワー
プロや英文 タイプなどもマ シンと一体化 しているの
ではないか と思 われ る位 のス ピー ドで仕r.げ て くれ
ます。実習の準備や後片付 けまでや って くれます。
___冒=
彼女のキ リッと した顔つ きを見て教官 と間違 えた学
生 もいる程 です。
教務職 員 は初代 村上氏 が転職 した後 、二代 目は石
坂 さんが継 ぎま した。彼 女も転職 し、三代 目となっ
たの は宍戸 さんで す。大変物 静か な女性で 、学生 実
習の時 には学生達 に取 り囲 まれた ら最後 、声も聞 こ
えず姿 も見 えず行 方不明 になって しまいます。石坂
さんは教授 か ら 「みどり」 と名前で呼 ばれて いま し
たが、こち らの呼 び名 はなぜ か 「宍戸 ク ン」。いつ
も真面 目に学生 実習 を担当 し、教授 の手助 けを して
います。
最近の内田教授 は大忙 し。心 はも う4月 からの退
官後の生 活設計で ・杯 のよ うで す。人 には厳 しい彼
の御意見 もも うす ぐ聞 かれな くなります。
そ して最後 は助 教授 の平塚 です。北大時代 か らの
研究 を本学 で も続 けて います。テーマ は 「骨格筋収
縮のエ ネルギー変換機構の解明」ですが、思 った よ
うには進 み ません。教授の休みの 日が 多い今日この
頃、二人 の女性 に囲 まれて竜宮城 の浦島太郎状態の
幸福 な日を送 って います。 そ して私 が出張 中は女護
が島 となる日の 多い化学教室 です。
(化学教室 助 教授)
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一 体 育 大 ムT
■ 公 衆 衛 生 学 講 座 ■ 平 山 博 史
旭 川 医 科 大 学 公 衆 衛 生 学 講 座 は 本f卜度 で 開 講20周
年 を向 か え 、 種 々 の ノ∫「加'にお'いて 、 多彩 で 活 発 なli斤
'究マ舌東力を 行・な ・って い る 、本 、1薄1・Kてト1ま、 踊」気 の 算…IJ'L
つそri勺佃「究 と くに 旭 川r卜f鷹釧西村'1こお け る 長 其月(3勺観{を
も と に 成 人 病 ♂)疫 学 的 研 究 を 行 な っ て い る.実 社 会
に 対Lて こ れ ら の 研 究 成 果 、 実 績 を還 元 す べ く 、 本
弓そ尺卜;業生 で1よ餅ミ1秀 ム佳先生(第5其 月)が.1口 毎)首月;王蓑
境 保1建 深 々長 、 山 中 先生(第7期)が 道 庁 主 任 技 師 、
ま た 道 内 に お け るi凄 都 市 の 保 健 所 長 と して 重 責 を
は た して い る の は 、 相 川 稚 内 保 健 所 長(第3期)、
北 村 北 兄保 健 所'長(第5期)、 横 内 名1寄保 健 所 長(第
6川D、 【lfHll袋月1∫呆1建戸斤王七(第6期)、 粟 月二糸文ガ1」f呆f建
所 長(第9期)、 舘 ・自'滝川 保 健 所 長(第7期)、 山[
静 内 保 健 所 長(第1()期)、 森 浦 河 保 健 所 長(第8期)、
ま た ド岡 先生1よ,雪 ・卜牛気保f建 戸斤、 、尺 見 先 生 は 中 亦票1葦∫呆
健 所 、 堀 先 生 は 倶 矢i1安保 健 所 、 高1亘 先 生 は 帯 広 保 健
所 、広 島 完ノi=.よ.1ヒレ己f8樹建所 で そ れ ぞ れ1矢師 と し ご 中二
葭 を に な ・て 活 躍 して い る 、 同 門 会で は 、 山1崎 彰 寒
%/:生がf・ 身讐県 衛 ノ1三部lIぺ健/'防 課'C、 大 角 先 生 は 東 京 、
ll霊「1頼の 糸II;季亥rr'ウ竜戸斤で'llIl鐸イlr;して い る1
人こ学C'1.よ 福Ill雀谷 ご教 授 が コ ン ヒ.-L… ダ を 駆 使 した
疫 学 的 研 究 お 、kび病 態 生 理 の 研 究 を 行 な い 、 そ れ を
J,!に 「よ くわ か る1人】干こhと して ま と め ら れ'Cお ら れ
る 、■ 坊1三σ)LI!月 先 ノi=.よf建康 教 育(わ 研 究 に 多'i亡で・あ る
フ ン ヒ ・.一 タ ソ フ トに 秀 れ て い る助f・ σ)竹 内 完 生 は
鷹 栖 村'の長 で1碗、:わた る 地 」或1建康 調 査 を ま と め 農 村 部
の 成 人 り丙抵ξ・9芦有ナ「'究に 多'「亡 なll々 をj7」つ て い る 、・,・仁年
1111に1ま 祐lll1孝文ナ受力ごド詐会・長 と な り」ヒ才毎)亘公 衆 偉デ1子'」二:
会・系惹会bがπ旦月1び1刑1崔 され る こ と カご1央ンヒ し、 ・教 室 員 及
び同 門 会 が ・丸 と な ・C成 功 に向 け て 頑 張',て い る
(公 衆 衛 生 学1溝 座 助 教 授)
今 年 ≠,9月7日 司く}、学 年 対 抗 の 体 育 大 会 が け剛崔 され
れ ま した 一、爽 や か な 秋 空 の 下 、L参 加 の 綱 弓1き を
は じ め 各種 〕 に 熱 戦 が 繰 り広 げ ら れ ケ ガ も な く無 事
終rし ま した1
各 種 目 の 学 年 別 の1友績 は 次 の と お り で す,、
elそイ据,課)
学… 已 ∵1ソヨ]砺両 嚇 研 評i・・刷



























解 剖 体 慰 霊 式
平 成6年 ・度 解 剖 体 慰 霊 式 が 、91121日(水)午 後1時
30分 か ら本 学 体 育 館 に お い て 執 り 行 わ れ ま した,、
式 に 参 加 した 御 遺 族 ・御 来 賓 ・本学 教 職 員 ・学 生
は 、 イぐ学 の 教 育 及 び学 術 研 究 の た め に 尊 い 御 遺 体 を
提 供 さ れ 、 医 学 発 展 の 礎 石 と な ら れ た117名(病 理
角ろ{1・'千【129名、2去1天角奉,㍗り58名 、 ジi「ぐ糸充向率音ll3()名)(ノ「)一ノノ々v)



















準 硬 式 野 球 準 決 勝 進 川
ソ フ トテ ニ ス 雨 天 の た め 中IL
業タ}ゴ・ノくスう'ツ ト7ドー1レ/・ ミス ト8
女f一ノミスケ ソ ト7ドー ノレ
2回 戦 旭 医14-70酪 農 学 園
男f・ノくレ ー ♪ドー ル1丸}」 券 トー ナ メ ン ト
1回 戦 旭 医0-2道 都 大
女 ゴ・バ レ ー ボ ー ル 予 遠iリ ー グ敗 退











ソ フ トテ ニ ス部(男)
ソ フ トテ ニ ス 部(女)
21口1戦
r選 リ ー グ敗 退
」㌦選 リ ・一グ敗 退
1与選 リ ー グ敗 退








一 副 ～'lr .
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団 体 準 決 勝 リ ー グ進 出
Irli本61、 ンニ
個 人 ダ ブ ル ス
優 勝 南 仁 子(5年)・
田 邊 聖 子(6年)組
弓 道 団 体9位
ろぐ鎗ノ〈ス・シ'・ソ ト2ドー1レ音[1
1回 戦 旭 医(勝>VS独 協
2回 戦 旭 医(敗)VS聖 マ リア ンナ
リ・ッ カ ー 剖～11111戦i貝 ～(迂圭
水 泳 部(女 ヂ総 合8位)
女)=ZOOml固 八メドレー5f立 二ll」 良,:Uイ 蓉(5年)
女f・500m'ド 泳 ぎ3位 神 藤 巳 佳(6年)
女f・400m自 由 型6位 由 良:u(5年)
女r・100m」h永 ぎ4位 神 藤 巳佳(6年)
ハ ン ドボ ー ル 下 位 リ ー グ2位
バ ド ミン トン}祁(男)
卜月体3位
個 人 シ ン グ ル ス ベ ス ト8高 橋
ベ ス ト16岩 田
ダ ブ ル ス ベ ス ト8高 橋 ・石 川 組
ベ ス ト16岩 「[1・中 村 組
バ ド ミ ン トン 音5(女)
団 体 準 優 勝
f固人 シ ン グ1レzベ ス ト8111中
ベ ス ト16角 谷





円 盤 投 げ 松 尾 公 美 浩(1年 〕
ハンマー投げ 松 尾 公 美 浩(1年)
砲 丸投 げ 松 尾 公 美 浩(1年 〉
ゴ ル フ 部 団 体 男 デ・7位
女 了・3位
個 人 「月 錐ll位 岡 川













ベ ス ト81回 戦 旭 医 イ弾髭勝 杏 林 大 学
2回 戦 旭 医3-1信 州 大学
3回 戦 旭 医0-5札lll晃 医 大
個 人1回 戦x大 久保 仁 史(4年)一 〇 慶 応
1回 戦X長 峰 正 泰(5年)一 一(⊃f奨
卓1求 部 団 体1,弓 子 一1'i2位(決 勝 リ ー グ進 出)
ikll券リ ー ク ・ ・ 。llll桝 伐貝父,,Ji.Y
・女 一f二予 選1仙 二(決 勝1)一 一グ」建出)
決 勝 リ ー グ …4位
個 人IIIj㌦ シ ン グ ル ス
源 直 人(5年)4回 戦 進 川
稲 岡 努(9年)41111ii伐 進 出
男 子 ダブ ル ス
舘 岡 一 ンy(5年)・ 源 直 人(5f卜)
組 べ ベ トIEi
女 ∫・シ ン グ ル ス
福 田 晃 鈴(5年}ベ ス ト8
小 池 裕f=-f-(5年)4回 戦 進11111
男 鈴バ レ ー 部
剣道剖;
団体
予選D組3位(決 勝進 出 ならず)
旭医0{据 二 量}聖マリアンナ
旭医o湿 二 糾 福島
厭2qi≡ 恥 鰍 献
グ肥些

















2位q司 率1位 の 袴,1島り1い'ノ1
医 大 と の 代 表 者戦 に 負 け)











本 年 度 の 公 開 講 座 は 、10月31」 か ら28日 の 期 間 に
10回 に わ た り 、 二.7.一 北 海 ホ テ ル を 会場 に 実 施 さ れ
ま した 、,
今 年 は1成 人 病 と して の 心 臓 ・lr匪管 病 」 を テ ー マ
に 、 東 副 学 長 を 実 施 責fT:と な り 、 本 学 の 教 官10名
が 時 折 ユ ー モ ア を 交 え な が ら わ か り や す く講 義 し ま
した
イく学 の 公 開1溝座 も91111目 を 迎 え 、 市 民 の 「周心 も1白1
















※ 昇 任6.6.16外 科 学 第 二 講 師 加 藤 ・哉
〃6 .7.16犀 看酉号弩・超斗('i三 詳岸 自IliIヨli漣 韮
〃6 .8.!生 牛勿'テ 且力孝父キ受 、「五里予 辛谷・睦
〃6 .10.1放 射 線 部 助 教 授 竹 井 秀 敏
※ 辞 職6,10.31放 射 線 科 講 師il田 父 和 止




'r成6'一 一41一月 にT・葉 大学 か ら此 処1山 【1医科 大 学 放
射 線 医 学 講 座 講 自市と して 転 勤 して 参 り まLた 、 現 在
た学 病il完の 放 射 線 治 療 医 と して 多忙 な 毎 日 を過 ご し
て い ま す 、 小 生 の 家 系 は 代 々早 死 に で 、 皆60求fl!1二で
,麿ilこな っ て タピ/しで い ま す 、 こ の 飽{い ・生(ノ)う ち 、 前
'トの30年 は 都 会 に 住 み
、 後 半 は 空 気 の 良 い 所 に住 み
た い と い うの が 若 い 頃 か らの 夢'で した 、 東 京 ・千 葉 ・
神 奈 川 で 過 ご して き た 小 生 に は 、 旭 川 と い う十 地 に
関 す る 知 識 が 皆 無 で あ り 、 ツ ン ドラ 大 草 原 の 中 に ぽ
つ/い と駅 が 建 っ て い る よ)な 場 所 を 想 像 して い た の
で す が(こ れ は 本'liに た袈 裟 で は無 く 、 実 際 今 で も
一20℃ を越 え る と 生 存 を確 認 す る,.i:'°f-PIIが 友 人 か ら か
か.)'○ 長 ま す)、 案 外 都 会 で び っ く り し ま した そ
れ で も 乳 母 申 の 代 わ り に 子供7"で 引 い て い た り家
の 目 の 前 に スケ ー ト場 が あ る の を 見 る と 、 日 本 も 広
い な 一一と 変 な 感 動 を 覚 え ま す1雪 景色 は 本 当 に 綺 麗
で すL、 ま た 生 活 環 境 も 中 し分 無 く 、 小 生 の 選 択 は
間 違 っ て い な か ・,た と思 う こ の 頃'で す 、
さて 、 小 生 所 属 の 放 射 線 医 学 講 座 で す が 、 目 ド慢
性r内 な 人 員 不 足 に 泣 い て い る 毎 目 が 続 い て い ま すrI
・口 に 放 射 線 科 と 言 っ て も 、 診 断 、 核 医 学 、 治 療 で
は 各 々 そ の 内 容 は 全 く と 言 っ て 良 い 程 異 な り ま す.,
その た め 各 人 のve-k.務疑 は 大 変 多 く 、 日 常 の ル ・一チ ン
ワ ー ツ が終 わ る 頃 に は 夜 中 に な っ て い る 事 が 日常 茶
飯 事 で す 一 医 者 に な って か ら ヒ年 余 り 、 最 近 は 女 房
も子 供 と 一緒 に母f家 庭 を 満 喫 し て い ま すII新 人 の
先 生 に は そ の 点 ま だ 娑 婆 へ の 未 練 が あ る よ うで 、 い
っ も6`辞 め て や る"、 と.文 句 を 言 プて い ま すIIこ の
文 句 が 出 な く な り 、 更 に 風 呂 に 人 ら な ・く な っ て 来 れ
ば 一人 前 で しt.う.お 酒 の 好 き な 油 野 教 授 を始 め と
して 気 のiけ な い 人 ば か り で 、 命 を 切 り売 り す る よ
う なiij:目 を楽 し くiこ して巳し、まr引、
と こ ろ で 、 昨[神 戸 を 中 心 に 大地 震 が あ り ま した
が 、 当 科 の 秀 毛 先 生 の 実 家 は 神 戸 に あ り ま すII紀 狩
さん フ ァ ミ リ ー の 卿 響 だ か 彼 の 家 に は テ レ ビ が無 く 、
今 も 医 局 の テ レ ビ を 食 い 人 る よ う に 見 て い ま す 。 幸
い 知 入 も 含 め て 皆 無 事 だ と の 事 で す 。 旭 川 に は地 震
が無 い 様 で 、 こ れ で 寒 く な け れ ば 天国 な の に な ・・1、
(放 射 線 医 学 溝 座 講 師)
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